
地球環境問題 2009（泉留維） 第一回

○授業計画 （テ ＝ テキスト） 
４月 10 日：イントロダクション（授業計画および評価についての説明等） 
４月 17 日：人口増大と環境問題の歴史（１）（人口圧と環境の劣化） 
４月 24 日：人口増大と環境問題の歴史（２）（開発と環境破壊の歴史） 
５月 8 日：国際的な環境ガバナンスのあり方 （テ 1,11 章） 
５月 15 日：地球温暖化問題と京都メカニズム（１）（温暖化の現状） 
５月 22 日：地球温暖化問題と京都メカニズム（２）（温暖化問題の本質）  
５月 29 日：地球温暖化問題と京都メカニズム（３）（京都議定書について）  （テ 11 章） 
６月 5 日：地球温暖化問題と京都メカニズム（４）（京都メカニズムについて）（テ 4,11 章）   
６月 12 日：戦争と環境 （テ 12 章） 
６月 19 日：自由貿易の功罪（自由貿易、GATT/WTO の位置付けと問題点）（テ 11 章）   
６月 26 日：休講（黒門祭） 
７月 3 日：ODA と環境破壊 （テ 11 章）   
７月 10 日：私たちの食と環境問題 （テ 1 章） 
 
○成績評価の方法 

授業内に行う小テスト（3 回：30％）ならびに期末に課すレポート（70％）で総合評価する。小

テストを一回も受験していないものには、レポート提出の資格を与えない（つまり不合格に

する）ので注意すること。なお、小テストの実施日は原則、告知しない。 
 
○昨年度の成績評価結果 

登録者数：107 人 
レポート提出者数：68 人（A：23 人、B：35 人、C：7 人） 
不合格：43 人（うちレポート未提出者 40 人） 
名目合格率(合格者/履修登録者数)  60.7％ 
実質合格率(合格者/レポート及び課題提出者数)  95.6％ 
 
○教科書 

泉留維・室田武・三俣学・和田喜彦『テキストブック 環境と公害：経済至上主義から命を

育む経済へ』日本評論社（定価 2600 円）  
毎回、講義ノートを配布し、必要に応じてビデオなどを用意する。 
 
○参考書 

クライブ＝ポンティング『緑の世界史』上・下 朝日新聞（1994 年） 
松下和夫『環境ガバナンス』（環境学入門第 12 巻）岩波書店（2002 年） 
森田恒幸・天野明弘編『地球環境問題とグローバル・コミュニティ』（岩波講座 環境経済・政策

学第６巻）岩波書店（2002 年） 
 
○受講前提条件・関連科目 

環境経済論（通年）と併せて受講することが望ましい。 
新聞・雑誌・テレビ等の環境問題についての報道に注目すること。授業中の私語は厳禁。私語が

ひどい学生は退席を命じることもある。 

☆講義ノートに関しては、すでに終了している講義分について専修大学・RENANDI 統合 e
ラーニングシステムに逐次アップする（5 月中旬頃からダウンロード可能予定）。 

 1Hhttps://renandi.ss.senshu-u.ac.jp/renandi/session.do 

→ログインするには、情報機器室のパソコンにログインするものと同じ、ID とパスワードを

打ち込む 
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（出典）『兵庫県・環境白書』19 年度版 

＜経済先進国＞ 

公害を代表とする汚染汚濁型の環境破壊を乗り越え、地球規模（温暖化など）と生活密着型（ゴミなど）

の環境問題に対応しようとしている 
＜発展途上国＞ 

特に後発発展途上国は、貧困が環境破壊をもたらし、環境破壊がさらなる貧困を生むという下方スパイラ

ルから抜け出せず、「収奪型自然破壊」や「公害型環境汚染」を繰り返している 
→ ただ共通していえるのは、今、最大の環境破壊は「戦争」によって引き起こされる 


